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事例１：限られた測定回数による繰り返しの不確かさ評価及び自由度の算出について 

 

本事例は、出張校正などによって、一点当たりの測定回数が限られた回数となってしまう場合

の不確かさ評価及び自由度の算出方法を示す。 

 

下図のようにスケール校正のような事例を仮定し、測定点数：I 点、一点当たりの測定回数：J回

とする。 

ただし、各測定点における測定のばらつき具合はほぼ同等とする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 測定点 i における分散 i
2 の推定値は、次の式により与えられる。 

 

                ，                 （１） 

 

さらに、全測定点における分散の平均 mean2 の推定は、次の式より与えられる。 

 

                                  （２） 

 

この分散の平均の推定値を、全測定点に適用する繰り返しの不確かさの推定に用いる。 

 各測定点における校正値を  とすると、この場合の繰り返しの標準不確かさ urep(   )は、J 回

の繰り返し測定の平均から求めていることから、 

 

                                 （３） 
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と与えられる。 

 

なお、smean は各測定点における実験標準偏差の平均値ではなく、分散の平均値の平方根より

求められることに注意する。 

 この場合の自由度 ν は、次の式より与えられる。 

                                 （４）   

 

以上 

  

I1)(Jν
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今回の改正ポイント 

 

・組織改編に伴う名称の変更等 

以上 


